
4月10。

態第330号濱

毎月10日・25日

福岡県遠賀郡
水　巻　町　発　行

元気に入園した

ちい　さ　な　と　も　だち

町立の三つの保育園では、4月

3日新入園児を迎えて入園式が行

なわれました。

各保育園とも、おにいさん、お

ねえさんになる在園児が新入園児

を迎え、入園を祝福しましたが、

吉田の第二保育園では、在園児が

自分たちで作った造花の首飾りを

新入園児一人一人の首にかけてあ

げるなど、ほゝえましい光景も見

られました。（写真は、第一保育

園に入園した元気な子どもたち）

町の人口

（50年3月未現在）

人　口　24，064

男11，656

女12，408

世帯数　7，096
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印鑑条例の改正

委
任
状
の
い
ら
な
い

印
鑑
登
録
証
明
の
交
付

町
で
は
、
四
月
一

日
か
ら
印
鑑
条
例
の

一
部
を
改
正
い
た
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
印
鑑
の

登
録
と
印
鑑
証
明
に

関
す
る
事
務
が
正
確

か
つ
じ
ん
速
に
処
理

さ
れ
る
こ
と
と
、
住

民
の
利
便
の
増
進
、

取
引
き
の
安
全
性
お

よ
び
町
行
政
の
合
理

化
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で

す
。

印
　
鑑
　
登
　
録

（
代
理
申
請
）

改
正
前

⑦
印
鑑
登
録
申
請
書
の
提
出

㊥
委
任
状
に
五
十
円
の
印
紙
を
貼
っ
て

提
出

㊦
本
人
へ
手
紙
で
照
会
（
住
民
係
〕

改
正
後

⑦
代
理
権
授
与
通
知
書
の
提
出
（
住
民

係
に
あ
り
ま
す
）

㊥
本
人
へ
手
紙
で
照
会
（
住
民
係
）

印
鑑
登
録
証
明
の

交
付（

代
理
申
請
）

改
正
前

⑰
印
鑑
登
録
証
明
申
請
書
の
提
出
（
住

民
係
に
あ
り
ま
す
）

㊥
印
鑑
登
録
証
（
青
色
）
の
提
出

㊦
委
任
状
に
五
十
円
の
印
紙
を
貼
っ
て

提
出

㊤
申
請
者
の
み
と
め
印

改
正
後

①
印
鑑
登
録
証
明
申
請
書
の
提
出
（
住

民
係
に
あ
り
ま
す
）

㊥
印
鑑
登
録
証
（
青
色
）
の
提
出

㊦
申
請
者
の
み
と
め
印
（
実
印
で
な
く

て
も
け
っ
こ
う
で
す
）

印
鑑
登
録
証
の

保
管
は
慎
重
に

印
鑑
登
録
証
（
青
色
）
で
、
だ
れ
に

で
も
印
鑑
登
録
証
明
が
と
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

印
鑑
登
録
証
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

慎
重
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

日

三三三芸言．誓言、芋

町
で
は
、
高
松

区
、
三
ツ
頭
地
区

の
炭
碗
跡
地
の
利

用
計
画
に
よ
り
北

九
州
市
浅
川
地
区

と
高
松
区
赤
水
地

区
と
の
行
政
界
の

変
更
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
な
い
都
市
計
画

区
域
と
用
途
地
域

の
変
更
が
生
じ
県

か
ら
承
認
さ
れ
、

都
市
計
画
区
域
は

「

、

∵

三
月
二
十
九
日
付
で
、
ま
た
用
途
地
域

の
変
更
を
四
月
一
日
付
で
告
示
い
た
し

ま
す
。旧

北
九
州
市
地
域
は
、
市
街
化
調
整

区
域
で
し
た
が
、
今
度
の
変
更
で
第
二

種
住
居
専
用
地
域
及
び
住
居
地
域
と
な

り
、
用
途
に
あ
っ
た
建
物
し
か
建
て
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
建
設
課
都
市

計
画
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
法
改
正

に
伴
う
開
発
許
可

都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
昭
和
五

十
年
四
月
一
日
か
ら
、
面
積
三
千
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
開
発
行
為
に
つ
い

て
は
県
の
開
発
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
今
後
、
開
発
行
為
を
行
な
う
人
は

町
と
事
前
に
協
議
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

開
発
行
為
と
は

④
区
画
の
変
更
を
行
な
う
こ
と

㊥
形
質
の
変
更
を
行
な
う
こ
と

㊦
区
画
及
び
形
質
の
変
更
を
行

’
つ
こ
と

」＿＿＿　一・一1

ｕ
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戦
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玖
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詮
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「
家
虜
の
日
」
運
動

毎
月
第
三
日
曜
日
は

「
家
庭
の
日
」

国
土
調
査
法
　
に

も

と

ず

く

　

地

籍

調

猪
　
熊
．
地
　
区
　
か
　
ら

地
　
籍
　
調
査
　
を
　
実
施
．

査

父
と
子
の
二
十
分
間
読
書
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

〝
い
そ
が
し
い
　
忙
し
い
〟
　
の
お

父
さ
ん
－
－
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
た
ち

ど
ま
っ
て
子
ど
も
の
声
に
耳
を
か
た

む
け
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
今
年
度
か
ら
猪
熊
地
区
の
地

籍
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
土
地
の
国
勢
調
査
と
も

い
う
べ
き
も
の
で
、
昭
和
二
十
七
年
に

制
定
さ
れ
た
国
土
調
査
瀧
に
も
と
ず
い

て
行
な
わ
れ
る
大
切
な
調
査
で
す
。

今
ま
で
皆
さ
ん
の
土
地
の
も
と
に
な

っ
て
い
た
「
土
地
台
帳
」
や
「
字
図
」

は
明
治
の
初
め
に
地
祖
を
と
り
た
て
る

た
め
に
で
き
た
も
の
で
、
当
時
の
測
量

技
術
の
幼
稚
さ
と
、
長
い
年
月
を
経
た

た
め
に
現
況
の
移
り
変
り
に
よ
っ
て
、

Ｊ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
、
．
、
ヽ
．
・
．
ヽ
、
・
．
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
さ
く
さ
ゞ

今
で
は
不
正
確
で
時
に
は
、
土
地
の
境

界
争
い
の
原
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
は
、
高
度
な
測
量
に
よ
っ

て
新
し
く
地
図
と
帳
簿
（
地
籍
図
と
地

籍
簿
）
を
作
り
、
皆
さ
ん
の
土
地
の
正

し
い
位
置
、
形
、
地
番
、
地
目
、
面
積

を
明
ら
か
に
し
て
、
各
自
の
大
切
な
土

地
の
保
全
を
行
な
う
と
と
も
に
土
地
改

良
事
業
や
土
木
事
業
等
の
振
興
計
画
に

利
用
す
る
の
が
目
的
で
す
。

住
民
の
万
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

工事のために全面通行止

50年4月16日から

51年6月25日まで

刷 全面通行止水 十

ｌＩＨｌく

→

里

［＝ 吊

ｌ　　　　　　 ＦＳ
」 ㍊

．
ｕ
1
．
．
．
㌧
　
Ｊ
Ｌ
ｌ

ｈ
′
く

訂
　
　
正

3
月
2
5
日
号
で
次
の
間
違
い
が
あ
り

ま
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

選
挙
の
投
票
資
格
の
中
の

県
知
事
・
県
議
会
議
員
の
選
挙
で
、

昭
和
3
0
年
4
月
1
3
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
昭
和
5
0
年
4

月
1
3
日
で
満
二
十
歳
に
な
っ
た
人
、
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
町
議
会
議
員
選
挙

，
も
、

昭
和
3
0
年
4
月
2
7
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
が
昭
和
5
0
年
4
月
2
7
日
で
満
二

十
歳
に
な
っ
た
人
と
な
り
ま
す
。

水
道
使
用
料
委
託
徴
収
員
の
高
松
区

・
三
ツ
頭
区
が
矢
野
シ
メ
子
の
間
違
い

で
し
た
の
で
訂
正
し
ま
す
。

福岡県知事・県議会

議員儀挙の登録者数

4月13日に執行される、県知事・県議会議員選挙の3月

18日現在の選挙人名簿登録者数をお知らせいたします。

福岡県知事・県会議員選挙基準日現在登録数

地　　　 区　　　 名
3 日 1 7 1日 ふ準 「ｌ税 γｔ三菅 凍‾者 放

男 女 ．言ｌ

】 立　　 屋　　 敷 7 1 8 0 1 5 1

1

伊　　 左　　 座 7 1 8 3 1 5 4

み ず ほ 団 地 3 7 9 ・12 9 8 0 8

2 1 0 2 2 9 ．13～）

二　 町 、 住 10 7 10 8 ： 2 1 5

下 2 7 0 2 8 6 5 5（う

下　 二　 町　 住 14 8 1 5 8 3（16

入 江 興 産 住 宅 6 2 6 6 ｌ 1 2 8

林　 住　　 宅 3 3 2 9 6 2

′ｊ、　　 盲汁 1 ，3 5 1 1 ，4 6 8 2 ，8 1 9

2

苦　　 悶　　 一 2 7 9 3 4 2 6 2 1

吉　 田　 団　 地 ′ 8 0 3 8 7 6 1 ，6 7 9

吉　　 田　　 二 5 1 6 5 8 6 1 ，1 0 2

・一ノ」、　　 言十 1 ，5 9 8 1 ，．8 0 4 3 ，4 0 2

3

吉　 ．田　　 三 4 1 9 4 5 4 8 7 3

毎ト煉日常＝虻 地 16 6 17 2 3 3 8

三業 古 里Ｆ 凹 地 1 5 0 1 6 9 3 1 9

． 鯉　　 口　　 麦 2 1 2 2 2 3 4 3 5

′ｊ、　　 計 9 4 7 1 ，0 1 8 1 ，ｐ6 5

4

噴 ‘　　　 末 1 ，1 0 7 1 ，2 5 4 2 ，3 6 1

松 栄 荘 団 地 6 7 6 9 1 3 6

塑

中　　 央　　 区

1 1 8 1 2 1 2 3 9

チ4 4 3 8 7

二　 ・枚　　 区 2 0 3 2 2 8 4 3 1

′ト　　　 計 1 ，5 3 9 1 ，7 15 3 ，2 5 4

5

古　　　　　 賀 2 2 4 2 7 3 4 9 7

新　　 生　　 街 4 9 5 9 1 0 8

古　　 賀　　 区 4 0 9 4 3 1 8 4 0

′ト　　　 計 6 8 2 7 6 3 1 ，4 4 5

6
梅　 ノ　 木　 区 2 2 4 2 4 7 4 7 1

高　　 松　 ｌ亘 4 8 0 5 16 9 9 6

′ト　　 計 7 0 4 7 6 3 1 ，4 6 7

7

樋　 ｒ　　　　 日 ：蛤 9 4 3 4 7 8 3

猪　　　　　 熊 6 4 7 7 4 6 1 ，3 9 3

緒　 熊　 町 ．住 1 1 1 14 6 2 5 7

三　 ッ　 頭　 衷 1 1 9 12 3 ，2 4 2

ノＪ、　　 盲汁 1 ，2 2 6 1 ，4 4 9 2 ，6 7 5

合　　 計 8 ，04 7 8 ，9 8 0 1 7 ，0 2 7
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あ
き
巣
・
忍
び
ｔ

込
　
み
　
の
防
止

毎
年
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
行

楽
期
に
は
、
あ
き
儲
狙
い
や
忍
び
込
み

な
ど
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

中
で
重
多
い
の
が
、
施
錠
忘
れ
や
施

錠
設
備
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
侵
入
で

す
。
錠
は
丈
夫
な
も
の
を
二
重
に
取
付

け
、
外
出
や
就
寝
時
に
は
確
実
に
か
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

あ
き
巣
と
自
転
車
盗
難
の
防
止

。
出
入
ロ
、
窓
な
ど
に
は
主
錠
の
他
、

補
助
錠
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

。
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
隣
近
所

に
用
心
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

。
自
転
車
防
犯
登
録
を
行
な
っ
て
い
な

い
人
は
運
動
期
間
中
に
必
ず
登
録
し

ま
し
ょ
う
。

。
自
転
車
に
は
、
時
間
の
長
短
に
か
か

わ
ら
ず
施
錠
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
夜
間
は
屋
内
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

。
車
体
に
は
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
ま

し
ょ
う
。

期
間
中
に
は
、
時
間
と
場
所
を
定

め
、
街
頭
で
未
登
録
自
転
車
の
防
犯
登

録
や
、
車
体
の
記
名
を
行
な
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
暗
い
い
た
し
ま
す
。

押
売
り
の
予
防

各
地
の
新
興
住
宅
地
で
、
町
内
や
区

会
の
防
災
担
当
者
な
ど
と
い
っ
て
、
各

家
庭
を
ま
わ
り
事
実
を
偽
っ
て
消
火
器
′

を
一
戸
に
三
個
も
四
個
も
売
り
つ
け
て

い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
必
要
も

な
い
の
に
買
わ
き
れ
た
り
、
相
手
の
威

圧
的
、
脅
迫
的
な
言
動
で
購
入
を
強
要

さ
れ
た
り
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察

、
へ
ご
連
絡
く
だ
ぎ
い
。

ま
た
、
応
待
す
る
と
き
は
、
相
手
の

言
動
に
惑
わ
さ
れ
ず
品
物
の
必
要
性
を

十
分
考
え
、
数
量
、
価
格
を
検
討
し
た

上
で
購
入
く
だ
さ
い
。

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
、
、
‥
ヽ
．
、
・
ヽ
．
こ
き
さ
ｌ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
、
ご
ヽ
、
1
ヽ
、
・
、
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
さ
く
く
ヽ
ヽ
、
・
，
ヽ
．
Ｊ
ヽ
、
・
ｌ
、
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

家
出
人
　
を
　
さ
　
が
　
す

相

談

所

を

開

設

家
を
出
た
ま
ま
行
方
の
わ
か
ら
な
・
い

人
、
ま
た
自
殺
を
す
る
と
い
っ
て
家
出

し
た
人
な
ど
の
安
否
を
気
づ
か
っ
て
お

ら
れ
る
家
族
の
方
の
た
め
、
次
の
と
お

り
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

。
日
時
　
4
月
2
1
日
～
2
5
日

毎
日
9
時
3
0
分
～
1
6
時

。
場
所
　
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目

福
岡
県
警
察
本
部
　
鑑
識
課

が

金
庫
破
り
の
蘭
止

最
近
岡
垣
町
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
、
ガ
ス
切
断
器
を
使
用
し
た
金
庫

破
り
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

現
場
は
、
幹
線
道
路
に
面
し
た
建
物

内
で
す
が
、
侵
入
ロ
は
通
行
人
や
通
行

車
輌
か
ら
は
見
え
な
い
建
物
裏
手
の
窓

で
、
近
く
の
作
業
現
場
で
盗
ん
だ
ガ
ス

ボ
ン
ベ
、
ガ
ス
切
断
器
を
使
っ
て
、
金

庫
の
扉
を
焼
切
っ
て
い
ま
す
。

折
尾
署
で
は
十
分
な
警
戒
と
捜
査
を

行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
．
住
民
の
皆
さ

ま
も
現
金
の
取
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

県
警
察
官
募
集

◇
試
験
日
　
5
0
年
5
月
2
5
日

◇
試
験
場
所

福
岡
市
　
城
南
高
等
学
校
（
福
岡
市

酉
区
茶
山
）

北
九
州
市
　
小
倉
西
高
等
学
校
（
小

倉
北
区
下
到
津
）

飯
塚
市
　
嘉
穂
高
等
学
校
（
飯
塚
市

飯
塚
）

久
留
米
市
　
明
善
高
等
学
校
（
久
留

米
市
京
町
）

◇
受
験
資
格
　
昭
和
2
2
年
4
月
ノ
2
日
か

ら
昭
和
3
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ

た
男
子

◇
受
付
期
間
　
5
0
年
4
月
1
6
日
か
ら
5

月
1
0
日
ま
で

◇
申
込
み
と
問
合
せ
先

福
岡
市
中
央
区
天
神
一
ノ
一
ノ
一

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
試
験
係

（

暫

0

9

2

・

7

4

1

・

2

2

3

1
）福

岡
県
下
の
各
警
察
署
ま
た
は
派
出

所
・
駐
在
所
。

掛金は町が負担します

65歳以上の方は

忘コ交通災害共済

最
近
の
交
通
事
故
は
多
少
減
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
老
人
の
交
通
事
故

は
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
て
お
り
、
事

故
の
中
で
も
高
い
比
率
を
示
し
て
い

ま
す
。上

の
よ
う
な
状
況
と
老
人
福
祉
の

立
場
か
ら
、
老
人
福
祉
事
業
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
町
は
六
十
五
歳
以
上
の

万
の
「
交
通
共
済
契
約
掛
金
」
を
、

全
額
町
費
で
負
担
す
る
制
度
を
四
十

九
年
七
月
一
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。交

通
災
害
共
済
制
度
と
は
、
北
九

州
市
と
近
隣
市
町
で
行
な
っ
て
い
る
′

共
済
制
度
で
、
不
幸
に
し
て
交
通
事

故
に
あ
っ
た
人
に
、
そ
の
け
が
等
の

程
度
に
よ
っ
て
五
千
円
か
ら
五
十
万

円
ま
で
の
見
舞
金
を
お
く
る
む
の
で

関
係
市
町
内
居
住
者
な
ら
ど
な
た
で

も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
．
「
老
人
交
通
共
済
掛
金
支

給
制
度
」
は
、
こ
の
交
通
共
済
制
度

に
六
十
五
歳
以
上
の
方
は
全
員
加
入

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
掛
金
は
町
が

負
担
す
る
制
度
で
す
。

加
入
に
は
申
請
が
必
要

こ
の
老
人
共
済
掛
金
の
支
給
を
受

け
る
方
法
、
資
格
は
次
の
と
お
り
で

す
。
該
当
者
は
随
時
に
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
、
町
が
掛
金
を
負
担
す
る
資
格
条

件①
水
巻
町
民
で
水
巻
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者

⑧
六
十
五
歳
以
上
の
者

③
掛
金
支
給
申
請
書
を
提
出
し
て

い
る
者

二
、
掛
金
支
給
申
請
の
方
法

⑰
申
込
先
　
役
場
住
民
相
談
室
（

申
請
用
紙
は
用
意
し
て
い
ま
す
。

印
か
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

㊥
申
込
期
日

ィ
、
四
十
九
年
六
月
一
日
ま
で

に
六
十
五
歳
に
な
っ
て
い
る
人

は
、
す
で
に
各
区
長
を
通
じ
て
申

請
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
す
が
、

ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は

役
場
住
民
相
談
室
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
申
し
出
の
日
に
加
入
の

手
続
き
を
し
ま
す
。

ロ
、
そ
の
後
に
満
六
十
五
歳
と

な
っ
た
万
は
、
随
時
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
六
十
五
歳
の
誕
生

日
前
一
カ
月
か
ら
受
付
け
を
し
ま

す
。

三
、
契
約
の
継
続
契
約
期
間
は
一
年

で
す
が
、
一
度
申
請
を
し
た
万
は

∴
転
出
な
ど
で
資
格
が
な
く
な
る
ま

で
、
町
で
自
動
的
に
継
続
を
行
な

い
ま
す
。
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［
－
差
別
　
の
　
な
　
い
　
明
る
　
い
　
町
　
を
ー

同

和

問

題

を

正

し

く

認

識

し

よ

う

　

ノ

わ

（
同
対
審
答
申
か
ら
）

地
区
の
概
況
　
（
そ
の
二
）

㈹
教
育
の
状
況

教
育
の
状
況
は
、
学
校
教
育
に
お
け

る
児
童
生
徒
の
学
業
の
不
振
と
社
会
教

育
の
お
く
れ
、
同
和
教
育
の
不
振
等
が

目
立
っ
て
い
る
。
同
和
教
育
は
、
実
際

に
は
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
場
で
な

さ
れ
る
が
、
現
状
は
低
調
さ
を
免
れ
な

い
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
、
同
和
教
育
の

基
本
方
針
の
不
徹
底
の
た
め
で
あ
る
が

二
つ
に
は
、
現
場
の
教
育
や
指
導
者
の

知
識
や
訓
練
の
不
足
の
た
め
と
み
ら
れ

る
。勺

生
活
環
境

同
和
地
区
が
し
ば
し
ば
低
所
得
層
密

集
地
区
（
ス
ラ
ム
）
と
同
一
視
さ
れ
る

の
は
外
見
的
生
活
条
件
が
き
わ
め
て
劣

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

㈹
生
活
水
準

同
和
地
区
住
民
の
所
得
水
準
は
一
般

に
低
く
、
ま
た
そ
の
向
上
は
先
に
み
た

地
区
産
業
、
職
業
構
成
の
特
徴
か
ら
も

明
ら
か
な
よ
う
に
か
な
り
困
難
な
状
況

に
あ
る
。

帥
生
活
福
祉

地
区
に
お
け
る
経
済
、
文
化
水
準
の

低
さ
は
、
住
民
の
貧
困
、
疾
病
な
ど
の

社
会
問
題
を
も
た
ら
す
は
か
、
非
行
、

犯
罪
、
不
就
学
、
長
欠
な
ど
の
病
理
現

象
を
発
生
さ
せ
る
原
因
と
な
る
。

生
活
福
祉
に
関
す
る
同
和
地
区
住
民

の
積
極
的
な
働
き
か
け
は
、
き
わ
め
て

部
分
的
、
一
時
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば

地
区
内
の
青
年
団
、
婦
人
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
子
供
会
そ
の
他
の
地
域
団
体
へ

の
積
極
的
な
関
心
と
参
加
を
う
な
が
し

十
分
な
か
つ
関
心
を
そ
そ
る
機
能
を
も

た
な
い
。
ま
た
地
区
内
に
お
け
る
福
祉

活
動
の
専
門
的
従
事
者
に
よ
る
適
切
な

指
導
も
な
い
場
合
が
多
い
。

肋
同
和
問
題
意
識

「
差
別
」
に
関
す
る
人
権
意
識
に
関

し
て
は
、
一
般
地
区
に
お
い
て
、
同
和

問
題
の
認
識
の
不
足
が
強
く
指
摘
さ
れ

る
。
し
か
も
、
一
般
地
区
住
民
の
間
に

か
な
り
の
誤
解
や
偏
見
が
残
さ
れ
て
お

り
、
性
・
年
令
階
層
、
あ
る
い
は
地
方

に
よ
っ
て
は
、
ま
だ
強
い
↓
差
別
感

轡
が
残
存
し
て
い
る
。
一
般
の
人
々

に
は
「
結
婚
就
職
に
際
し
て
、
今
口
、

憲
法
に
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
が
す

で
に
保
障
さ
れ
て
い
る
」
　
と
す
る
も

の
、
つ
ま
り
「
部
落
の
有
無
に
拘
ら
ず

人
権
の
侵
害
は
な
い
」
と
す
る
が
同
和

地
区
住
民
の
場
合
は
結
婚
・
就
職
に
際

し
て
す
で
に
頂
接
的
な
差
別
経
験
を
も

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
「
人
権
は
守
ら
れ

て
い
な
い
」
十
と
主
張
す
る
も
の
が
い

る
。一

般
地
区
住
民
の
同
和
地
区
お
よ
び

同
和
地
区
に
対
す
る
直
接
的
な
感
情
、

態
度
を
み
る
と
、
都
市
、
農
漁
村
地
区

に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
問
題
は
、
地
区

住
民
と
の
交
際
が
形
式
的
に
求
め
ら
れ

る
と
し
て
も
、
本
質
的
に
は
一
般
地
区

住
民
の
側
か
ら
の
交
際
は
消
極
的
で
あ

り
、
む
し
ろ
そ
れ
を
さ
け
る
と
い
う
傾

向
が
あ
る
こ
と
。
同
和
問
題
に
関
す
る

正
し
い
認
識
や
知
識
を
も
た
ず
、
ま
た

問
題
解
決
に
対
し
て
の
積
極
的
な
熟
慮

が
う
か
が
わ
れ
な
い
こ
と
。
地
区
に
よ

っ
て
は
、
明
ら
か
に
直
接
的
差
別
の
言

動
を
示
す
場
合
も
あ
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
。地

区
住
民
の
多
く
の
経
験
す
る
差
別

言
動
は
「
就
職
・
職
業
上
の
つ
き
あ
い

」
　
「
結
婚
に
際
し
て
」
　
「
近
所
づ
き
あ

い
」
　
「
学
校
を
通
じ
て
の
つ
き
あ
い
」

な
ど
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
就
職
・
結
婚

に
際
し
て
の
差
別
経
験
者
が
こ
と
に
多

く
、
し
か
も
、
性
別
・
年
令
別
に
か
か

わ
り
な
く
何
ら
か
の
頂
接
的
な
差
別
を

経
験
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
区
周
辺
の

一
般
住
民
の
問
に
は
、
た
と
え
直
接
的

な
差
別
言
動
の
表
示
が
な
く
な
っ
て
も

な
お
「
差
別
は
残
る
」
と
い
う
も
の
、

あ
る
い
は
「
差
別
は
ど
の
よ
う
な
社
会

的
施
策
を
通
じ
て
も
解
決
さ
れ
な
い
」

と
考
え
る
者
も
み
ら
れ
た
。

（
つ
づ
く
）

入
所
希
望
者
は

申
込
み
を

精神薄弱者更生施設

「有明ホーム」を開園

精
神
薄
弱
者
更
生

施
設
　
「
有
明
ホ
ー

ム
」
は
昭
和
五
十
年

七
月
一
日
の
開
園
を

前
に
、
入
所
希
望
者

の
調
査
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

入
所
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
四
月
二
十

日
ま
で
に
役
場
厚
生

課
民
生
係
に
連
絡
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

。
施
設
名
　
社
会
福

祉
法
人
あ
け
ぼ
の

危
険
な
放
し
飼
い
／

飼
犬
は
必
ず

つ
な
い
で

各
地
で
飼
犬
に
よ
る
被
害
が
相
次
い

で
起
き
て
い
ま
す
。

町
で
も
犬
に
よ
る
人
身
・
家
畜
・
農

作
物
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め

に
〝
犬
の
適
正
飼
養
及
び
野
犬
に
よ
る

危
害
防
止
″
に
関
す
る
条
例
が
で
き
ま

し
た
。悲

惨
な
事
故
を
な
く
す
た
め
に
も
犬

を
飼
う
場
合
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

。
飼
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

。
野
犬
化
を
防
止
す
る
た
め
に
拾
犬
は

禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

不
要
犬
や
子
犬
な
ど
の
処
理
は
、
役

場
衛
生
係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

。
町
は
、
必
要
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
野
犬
の
薬
殺
が
で
き
ま
す
。
飼
犬

が
薬
殺
さ
れ
て
も
町
は
責
任
を
負
い

ま
せ
ん
。
必
ら
ず
つ
な
い
で
飼
っ
て

く
だ
さ
い
。
（
放
し
飼
い
や
拾
犬
を

し
た
人
は
罰
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
〕

学
園
精
神
薄
弱
者

更
生
施
設
有
明
ホ
ー
ム

。
所
在
地
　
大
牟
田
市
大
字
礫
野
字
酉

ノ
山

。
開
園
予
定
日
　
昭
和
5
0
年
7
月
1
日

。
収
容
人
員
　
6
0
名
（
男
・
女
）

。
入
所
資
格
　
満
1
5
歳
以
上
の
精
神
薄

弱
者
の
万
で
、
知
能
判
定
が
高
く
て

も
実
際
社
会
復
帰
（
自
立
）
が
で
き

な
い
と
判
断
さ
れ
た
方

入
所
資
格
、
そ
の
他
に
つ
い
て
の
お

た
ず
ね
は
「
あ
け
ぼ
の
学
園
」
　
（
曹
0

9

4

4

5

・

3

・

0

1

2

2

）

　

へ

。

納
　
　
期

固
定
資
産
税
　
4
月
3
0
日

軽
自
動
車
税
　
4
月
3
0
日
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や
家
主
や
蒜
手
管
音
予
賢
蒜

㌣
五
七
書
嵐
土
器
永
二
で
料
ご

架
十
空
・
畢
よ
笠
義
㌧
聖
二
竿
料

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

締
㌔
㌔
一
．
㌔
監
詣
昔
講
話
語
調
誹

外
国
人
の
す
べ
て
の
方

高
血
圧
教
室

◇

日

時

　

4

月

1

6

日

　

1

0

時

～

1

2

時

◇
会
場
　
町
民
会
鯨
日
本
間

◇
内
容

①
講
演
　
成
人
病
の
正
し
い
知
識

（
講
師
遠
賀
保
健
所
長
石
田
知
行
氏
）

㊥
講
義
　
成
人
病
の
食
生
活
に
つ
い

て
（
講
師
　
遠
賀
保
健
所
栄
養
士
吉
田

経
子
氏
）

㊥
そ
の
他
　
高
血
圧
検
診
手
帳
の
交

付
な
ど母

子
保
健
相
談

◇

日

時

　

4

月

1

8

日

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

◇
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

◇
内
容
　
育
児
相
談
指
導
、
赤
ち
ゃ
ん

体
格
測
定
、
家
族
計
画
相
談
指
導

（
避
妊
器
具
・
薬
品
も
若
干
準
備
し

て
い
ま
す
）

団
地
の
方
に
限
ら
ず
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

生
ワ
　
ク
投
与

｛
小
児
マ
ヒ
予
防
）

◇
対
象
児

・
⑦
第
一
回
目
の
服
用

生
後
3
ケ
月
か
ら
1
8
ケ
月
で
、
ま

だ
一
度
も
服
用
し
て
い
な
い
者

㊥
第
二
回
目
の
服
用

生
後
3
ケ
月
か
ら
1
8
ケ
月
で
一
回

服
用
し
て
い
る
者

◇
日
時
　
5
月
2
日
　
1
4
時
～
1
5
時

◇
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

※
前
日
ま
で
に
問
診
票
を
役
場
衛
生
係

に
と
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と
。

※
当
日
の
体
温
を
必
ず
は
か
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

町
で
は
、
三
月
の
定
例
議
会
で
外
国

人
の
国
民
健
康
保
険
加
入
制
度
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
外
国
人
で
あ
っ
て
も
永
住

許
可
を
と
っ
て
い
る
万
だ
け
が
国
民
健

康
保
険
に
加
入
で
き
ま
し
た
が
、
昭
和

五
十
年
四
月
一
日
以
降
は
、
各
種
社
会

保
険
加
入
者
及
び
、
生
活
保
護
受
給
者

以
外
の
す
べ
て
の
外
国
人
の
万
が
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。役

場
国
保
年
金
係
に
印
鑑
を
持
参

し
、
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

4
月
の
心
配
ご
と
相
談

4
月
の
心
配
ご
と
相
談
は
次
の
と
お

り
行
な
わ
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
4
月
1
7
・
2
6
日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

－

お

　

礼

1

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
あ
っ
く
お
礼
申
心
あ
げ
ま
す
。

吉
田
ノ
三

身

障

者

の

た

め

の

入

場

割

引

き

故
上
原
弘
治
殿

上
原
祥
三
　
殿

上
原
籠
三
郎
殿

県
で
は
、
福
岡
市
で
開

か
れ
て
い
る
福
岡
博
覧
会

で
の
身
体
障
害
者
の
入
場

料
金
を
割
引
き
い
た
し
ま

す
。身

体
障
害
者
の
入
場
割

引
料
金
は
、
入
場
前
売
券
（
八
百
円
）

の
半
額
で
四
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

割
引
入
場
す
る
場
合
は
、
会
場
入
口

の
入
場
券
売
場
の
老
人
福
祉
コ
ー
ナ
ー

窓
口
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
提
示
し

て
入
場
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

頃
兼

敏
高
尾
ミ
ツ
ヱ
殿
　
高
尾
富
一
殿

三
ツ
頭
区

故
井
上
兼
満
殿
　
井
上
信
男
殿

4　月　の

し尿汲取予定
1日　猪熊・頃末

2日　猪熊・頃末

3日　猪熊・唐ノ鰯県住・吉田片山・ぬめ
り石

4日　高松区・三ツ頭区・樋口・吾田御輪

地・車返し・鯉口　県道筋

5日　高松区・三ツ頭区・樋口・吉田垣添
・中央区

7日　高松区・三ツ頚区・頃末（6・11・

14・15・18区）・緑風因・中央区

8日　頃末（6・11・14区）・吉田川端商

店街・吉田県道筋

9日　古賀・吉田川端商店街・上二・下二

・立屋敷

10日　吉田本村・車返し

11日　机・う月・吉田大橋・上二町住・宮

ノ下

12日　古賀区・う月・机

14日　猪熊

16日　樋口・古賀・吉田団地

17日　猪熊・古賀・吉田団地

18日　吉田団地

19日　美吉野・松栄荘・猪熊・机・う月

21日　美吉野・松栄荘・古賀区・猪熊町住

・上二・下二・伊佐座・吉田本村・

机社宅

22日　美吉野・松栄荘・古賀区・古賀県住

・上二・下二・伊佐座・吉田本村・

机社宅

23日　古賀区・頃末（6・11・14区）・み

ずほ

24日　鯉口区・猪熊・樋口・う月・みずほ

も・下二幼稚園通り

25日　鯉口区・猪熊・古賀・頃末（6・11

・14区）・下二幼稚園通り

26日　鯉口区・梅ノ木区

28白　梅ノ木区

30日　猪熊・樋口・頃末（6・11・14区）

日　曜　在　宅　医

4月13日　楠本医院内・児科頃　宋　691・2873

20日　前原医院内・見料樋　口　691・0553

27日　森田医院内・児科樋　口　691・0616

5月4日　永松医院耳・昇科頃　末　691・0386

診察時間は　9時から17時、原則として往診はいたしま

せん。

口
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人
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長
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話
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